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SCATTOの活動報告 

現在、一般社団法人 SCATTO の会員数は①陸上教室が 52 名（羽曳野 RC 小学生陸上クラブが 49 名、

中学生 3名）②マラソン教室（月 1回の教室）が 10名 ③ゴールデンエイジかけっこ教室（水曜日）

1 クール 3 名、2 クール 4 名 ④ふるなんスポーツの集い（日曜夜のスポーツ教室：指導者/東原龍一）

が 2名。また、派遣事業として、大阪狭山 SCの陸上教室と中学校サッカーのフィジカルコーチを担当

し、陸上等の個人レッスン、グレープヒル夏休みかけっこ教室、高校陸上部合宿指導を実施しました。 

羽曳野 RCについて 

6、7月に大阪府小学生陸上競技大会に参加し、7月の大会ではジャベリック投げで 3位、走り幅跳びで

4位入賞をしたのをはじめ、多くの選手が自己ベストを更新しました。ご父兄による会場への送迎や現

地でのご協力ありがとうございました。毎回、ご不便をお掛けしますが、多くの子供たちが楽しく事故

なく参加できるよう今後とも御協力のほど宜しくおねがいします。 

熱中症についての知識を持ちましょう 

今年は異常に暑い日が続いています。熱中症の事故を防ぐために多くの方が熱中症についての知識を持

っておくことが重要だと考えています。(HPのブログの詳細を載せています) 

①．寝不足、体調不良の場合は熱中症になりやすくなります。②．熱中症の機序は、体温が上昇すると

汗をかくために脱水が起こり、その結果、身体の血流が低下することが筋肉のけいれん等につながると

ともに、脳の過度の温度上昇が脳の機能障害等(意識障害)につながります。従って、水分の摂取と脳(頭)

の冷却が必要となります。寒気を感じる場合は脳機能の調整ができなくなっている証拠です。③．熱中

症の症状にはⅠ度からⅢ度までありますが、Ⅰ度、Ⅱ度までで処置しないと命に係わります。 

☆ 症状が出た時の対応としては、 

① 涼しい環境への避難 風通しのよい日陰や、できればクーラーが効いている室内等に避難させる。 

② 脱衣と冷却 ・衣服を脱がせて、体から熱の放散を助ける。 

・露出させた皮膚に濡らしたタオルやハンカチをあて、うちわや扇風機等で扇ぐことにより体を冷やす。 

・自動販売機やコンビニで、冷やした水のペットボトル、ビニール袋入りのかち割氷、氷のう等を手に

入れ、それを前頚部(首の付け根）の両脇、腋窩部(脇の下)、鼠径部(大腿の付け根の前面、股関節部)に

当てて、皮膚直下を流れている血液を冷やすことも有効。 

・体温の冷却はできるだけ早く行うことが必要。重症者を救命できるかどうかは、いかに早く体温を下

げることができるかにかかっている。救急車を要請する場合も、その到着前から冷却を開始すること。 

③ 水分・塩分の補給 ・冷たい水を持たせて、自分で飲んでもらう。冷たい飲み物は胃の表面から体の

熱を奪うとともに、水分補給も可能。大量の発汗があった場合には、汗で失われた塩分も適切に補える

経口補水液やスポーツドリンク等が最適。 

・応答が明瞭で、意識がはっきりしているなら、冷やした水分を口からどんどん与える。 

・「呼びかけや刺激に対する反応がおかしい」、「答えがない ( 意識障害がある )」時には誤って水分が

気道に流れ込む可能性がある。また「吐き気を訴える」ないし「吐く」という症状は、口から水分を飲

んでもらうのは禁物なため、すぐに病院での点滴が必要。 

④医療機関へ運ぶ ・自力で水分の摂取ができないときは、塩分を含め点滴で補うことが必要なので、

緊急で医療機関に搬送することが最優先。 

以上、子どもたちだけでなく、大人自身も命を守るための情報としてご一読願います。 
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